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６月定例県議会

６
月
定
例
県
議
会
は
、
６
月

日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
の
会
期

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
院
選
挙
と
日
程
が
重
な
る
な
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か
で
の
県
議
会
で
し
た
。

共
産
党
県
議
団
は
、
代
表
質
問
に
宮
川
え
み
子
県
議
、
一
般
質
問
に
宮
本
し
づ
え
県
議
が
立
ち
、
最
終
本
会
議
で
は
、
阿
部
裕

美
子
県
議
が
議
案
へ
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

宮
川
え
み
子
県
議
は
、
東

電
の
「
炉
心
溶
融
」
隠
ぺ
い

問
題
に
つ
い
て
、
東
電
が
選

ん
だ
第
三
者
委
員
会
で
報
告

原発事故による避難指示の解除に

あたっては、避難者の合意を前提に

し、県が調整役を果たすこと等を求

めました。

第
一
原
発
の
廃
炉
対
策
、
汚
染
水
対
策
、

原
発
労
働
者
の
待
遇
改
善
な
ど
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

汚
染
水
対
策
の
凍
土
壁
工
事
が
進
ん
だ
も

の
の
、
現
在
６
カ
所
の
未
凍
結
部
分
が
あ
る

た
め
、
セ
メ
ン
ト
系
の
薬
剤
を
注
入
す
る
補

助
工
事
に
取
り
か
か
っ
た
と
の
こ
と
。

原
子
炉
建
屋
の
海
側
に
あ
る
地
下
水
ド
レ

イ
ン(

井
戸)

か
ら
汲
み
上
げ
た
汚
染
水
の
塩

分
な
ど
を
除
去
す
る｢

Ｒ
Ｏ
装
置｣

を
設
置
す

る
と
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
現
地
調
整
会
議
で

示
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

し
た
も
の
は
、
ま
っ
た
く
不

十
分
で
あ
り
、
県
が
独
自
に

調
査
す
べ
き
と
求
め
ま
し

た
。ま

た
、
安
倍
政
権
の
下
で

全
国
の
原
発
を
再
稼
働
さ
せ

る
動
き
や

年
た
つ
老
朽
原

40

発
を

年
ま
で
酷
使
す
る
こ

60

と
や
、
東
電
の
第
二
原
発
廃

炉
を
明
言
し
な
い
国
・
東
電

４月１９日、県議団は、知事に対して関係自治体と連携して救命
・救助に万全を尽くすこと、川内原発を直ちに停止するとともに全
国の原発再稼動中止を求めることを申し入れました。

写
真
右
は
、
免
振
重
要

棟
内
の
モ
ニ
タ
ー
パ
ネ

ル
。
空
間
線
量
が
最
も

高
い
の
は
排
気
塔
で
１

５
７
４
・
１
μ
Ｓ
ｖ/

ｈ

を
示
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
率
は

・
16

３
％
で
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
安
倍
政
権
の
下
で
格
差

が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
福

島
県
の
場
合
は
２
０
０
万
円

以
下
の
収
入
で
働
く
人
の
割

合
が
全
国
平
均
よ
り
４
・
７

ポ
イ
ン
ト
も
高
く
な
っ
て
い

て
対
策
は
急
務
で
す
。

宮
川
議
員
は
、
貧
困
対
策

の
具
体
的
処
方
箋
は
、
低
所

得
者
の
家
庭
の
子
ど
も
の

「
食
の
保
障
」、「
学
習
進
学

権
の
保
障
」、
加
え
て
「
経

済
的
保
障
」
と
「
労
働
条
件

の
保
障
」
で
、
実
態
を
つ
か

み
具
体
的
数
値
目
標
を
持
っ

て
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
指

摘
。
県
も
調
査
す
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

学
校
給
食
費
支
援
に
取

り
組
む
市
町
村
支
援
を

小
中
学
校
の
学
校
給
食
費

補
助
に
取
り
組
む
市
町
村
が

町
村
に
な
っ
た
こ
と
、
県

10が
独
自
に
取
り
組
む
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
取
り
組

ん
で
い
る
市
町
村
を
支
援
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

写
真
左
は
、
ア
ル
プ

ス
建
屋
内
で
説
明
を

受
け
る
視
察
団
。(

６

月
９
日)

東
電
の
炉
心
溶
融
隠
ぺ
い
問
題
で
、
第
三
者
検

証
委
員
会
が
６
月

日
に
公
表
し
た
報
告
書
は
、

16

当
時
の
社
長
が
「
炉
心
溶
融
と
言
う
言
葉
を
対
外

的
に
使
わ
な
い
よ
う
指
示
し
た
」
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
公
表
内
容
の
大
き
な
食
い
違
い

と
公
表
遅
れ
を
含
め
、
早
期
真
相
解
明
を
求
め
る

意
見
書
を
最
終
日
を
待
た
ず
に
全
会
派
一
致
で
国

に
提
出
し
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
東
電
の
岡
田
復
興

推
進
室
長
に
抗
議
文
を
渡
す
宮

川
、
宮
本
両
県
議
・
県
庁
控
え

室
・
６
月

日
）

19

宮
川
え
み
子
議
員
は
６
月

日
の
代
表
質
問
で
、
憲
法
改
定
と
緊
急
事
態
条
項
、
炉
心
溶

23

融
な
ど
原
発
問
題
、
避
難
指
示
解
除
と
被
災
者
支
援
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
双
葉
地
方
の

医
療
環
境
改
善
、
イ
ノ
シ
シ
・
ク
マ
対
策
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

宮
川
議
員
は
、
自
民
党
が

大
災
害
を
理
由
に
改
憲
案
で

狙
う
「
緊
急
事
態
条
項
」
は

必
要
な
い
と
し
て
県
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。
危
機
管
理

部
長
は
「
現
行
法
で
対
応
が

可
能
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
が
災
害
な
ど
を
理

由
に
し
た
事
実
上
の
「
戒
厳

令
」、
全
権
を
首
相
が
握
る

こ
と
に
な
る
「
緊
急
事
態
条

項
」
を
盛
り
込
む
改
憲
を
狙

っ
て
い
ま
す
が
、
共
同
通
信

社
が
行
っ
た
被
災
３
県
の
知

事
・
関
係
市
町
村
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
緊
急
事
態
条

項
」
が
な
く
て
も
人
命
救
助

に
障
害
が
な
い
と
全
員
が
答

え
て
い
ま
す
。

の
態
度
を
批
判
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
が
原
発
事
故
の
原

因
究
明
を
独
自
に
行
え
る
組

織
を
設
置
す
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。

学校給食費への補
助実施自治体名

金山町、石川町、
浅川町、平田村、
矢祭町、鮫川村、

下郷町、檜枝岐村、
只見町、川俣町の

１０町村。（2016年
３月末現在）

写真：左から五十嵐俊夫県危機管理部政策監、神山悦子､阿部裕美子､宮本しづえ､

宮川えみ子､吉田英策の各県議



  

 

 

 
宮本しづえ県議 

６月２８日 

避
難
指
示
解
除
の
た
め
の
住
民

説
明
会
で
は
、
時
期
尚
早
と
の
意

見
が
相
次
ぐ
中
、
国
は
次
々
と
避

難
指
示
の
解
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宮
本
県
議
は
、
避
難
者
が
納
得
し

な
い
ま
ま
に
解
除
を
先
行
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
く
、
戻
り
た
い
人
に
は
準

備
宿
泊
の
期
間
を
延
長
す
る
な

ど
、
避
難
者
に
寄
り
添
い
調
整
の

役
割
を
果
た
す
べ
き
と
求
め
ま
し

た
。
内
堀
知
事
は
、
避
難
指
示
の

解
除
は
復
興
に
向
け
た
第
一
歩
、

市
町
村
の
立
場
を
最
大
限
尊
重
す

る
と
答
弁
。
し
か
し
、
市
町
村
長
と

住
民
と
の
間
に
も
大
き
な
意
見
の

か
い
離
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
県
は
県

民
に
寄
り
添
う
立
場
に
立
つ
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 
 

 

昨
年
６
月
以
前
に
避
難
解
除
さ

れ
た
地
域
、
も
と
も
と
国
の
避
難
指

示
の
無
か
っ
た
地
域
か
ら
の
避
難
者

に
対
す
る
仮
設
・
借
り
上
げ
住
宅
の

供
与
を
来
年
３
月
で
打
ち
切
る
問

題
で
、
宮
本
議
員
は
、
国
の
指
示
で

は
な
く
市
町
村
の
指
示
で
避
難
し
た

２
０
キ
ロ
か
ら
３
０
キ
ロ
圏
内
の
旧
緊

急
時
避
難
準
備
区
域
の
避
難
者
も

国
の
避
難
指
示
区
域
と
同
様
に
仮

設
住
宅
の
入
居
延
長
を
認
め
る
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。 

 
  

 

県
は
県
内
の
待
機
児
童
は
４
６
２

人
と
答
弁
。
し
か
し
福
島
市
だ
け
で

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

避難解除 

宮
本
県
議
は
、
原
発
事
故
後
、
牛
が
出
産
後
に
立
て

な
く
な
り
死
亡
す
る
事
例
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
に
つ
い

て
質
問
。 

こ
れ
は
牧
草
地
の
除
染
に
よ
っ
て
カ
リ
ウ
ム
過
多
の
土

壌
と
な
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
の
不
調
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

農
家
や
獣
医
師
等
か
ら
聞
き
取
り
を
全
県
的
に
行

う
こ
と
、
牧
草
の
成
分
分
析
や
牛
の
血
液
検
査
を
農
家

の
負
担
な
し
で
行
う
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
死
亡
牛
の
多
発

で
窮
地
に
立
つ
酪
農
家
へ
の
経
営
支
援
等
を
求
め
ま
し

た
。 県

は
、
全
酪
農
家
３
４
６
戸
に
対
す
る
聞
き
取
り
調

査
を
開
始
、
近
日
中
に
は
明
ら
か
に
な
る
と
答
弁
。
農

家
負
担
な
し
で
の
検
査
は
、
６
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る

営
農
再
開
支
援
事
業
で
可
能
と
な
る
が
、
未
実
施
の
市

町
村
に
は
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し

た
。 

も
４
８
３
人
と
市
が
報
告
し
て
お
り
、
カ

ウ
ン
ト
の
仕
方
が
問
題
で
あ
る
こ
と
、
待

機
児
童
の
実
態
を
適
切
に
把
握
す
べ
き

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

認
可
保
育
所
を
補
完
す
る
無
認
可

保
育
所
へ
の
補
助
金
が
、
県
全
体
で
１
２

０
０
万
円
と
余
り
に
少
な
い
こ
と
、
更
に

２
０
１
５
年
度
か
ら
こ
れ
を
半
額
程
度

に
削
減
し
た
こ
と
は
許 

さ
れ
な
い
と
、
補
助 

金
の
大
幅
な
増
額
を 

求
め
ま
し
た
。 

宮
本
し
づ
え
県
議
は
一
般
質
問
で
、
避
難
解
除
、
旧
緊
急
時
避
難
準
備

区
域
の
問
題
、
賠
償
、
除
染
、
牛
の
死
亡
多
発
、
国
保
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。 

 

 

 仮設住宅の継続入居を認めるよう質したことについて、県は、「災害

救助法に基づく対応はこれ以上は困難」と答弁。しかし、共産党だけ

でなく他会派の県議からも「災害救助法が無理なら、それに代わる法

制度の新設等を国に求めることや、県がいう『被災県民に寄り添った

対応』を言葉だけにせず、県が対応策を検討すべき」と 

強く求める声が上がりました。 

 
除染対策について、いわき市や福島市の道路・側溝の 

汚染土壌を０．２３μＳＶ／ｈ以下は搬出受け入れをしないとする環

境省の態度を批判。さらに、住宅除染をしても再度線量が高くなって

いる避難地域の事例や、ホットスポットが福島市内では５，０００ヶ

所以上、今後避難解除予定の川俣町山木屋でも２，０００ヶ所以上も

あることから、より簡便な手順で再除染が進むよう求めました。 

 

定
例
会
最
終
日
、
阿
部
県
議
が
討
論

に
た
ち
ま
し
た
。
６
月
補
正
予
算
に
は
賛

成
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
事
務
を
追
加
す
る

条
例
の
一
部
改
正
」
の
条
例
改
正
議
案
等

に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

安
保
関
連
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
撤
退
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て
は
、
共
産
党
、
民
進
・
県
民
連
合

の
紹
介
で
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
、
両
会
派

は
と
も
に
賛
成
し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公

明
が
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。 

 
 

  
阿
部
県
議
は
、
「
安
保
関
連
法
」
は
災
害

討論する 
阿部裕美子県議 
７月６日 

な
ど
で
活
躍
し
た
自
衛
隊
員
に
、
武
器
を

持
た
せ
て
海
外
で
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」
危

険
に
さ
ら
す
も
の
だ
と
安
倍
政
権
の
狙
い

を
ズ
バ
リ
指
摘
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
先
の
大
戦
で
日
本
人
３
１
０

万
人
、
ア
ジ
ア
の
人
々
２
０
０
０
万
人
以

上
も
の
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
痛
苦
の
反
省

の
上
に
、
現
在
の
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ

れ
た
と
述
べ
、
明
文
改
憲
を
公
言
し
て
い

る
安
倍
政
権
を
批
判
し
、
安
保
関
連
法
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

ま
し
た
。  

 

 
 

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
の
た
め
と
し

て
、
保
育
の
質
の
低
下
を
招
き
か
ね
な
い

要
件
緩
和
等
の
条
例
改
正
議
案
３
件
と

公
明
党
提
出
の
同
趣
旨
を
含
む
意
見
書

に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

共=共産党県議団（５人） 民=民進党・県民連合  （1９人） 
自=自民党議員会 （３０人） 改=新党改革（１人）  
公=公明党県議団 （３人）  

☆継続審議となっていた医労連提出の「看護師等の労働環境改善による安全・安心な

医療・介護を求める意見書」は全会一致で可決されました。 

主な議案・請願  等                         共 民 自 公 改  結果 

(継続)看護師等の労働環境改善による 

安全・安心な医療・介護を求める意見書 

(継続)保育料負担軽減、保育士の処遇改善、 

認可保育所増設のための緊急対応と財源確保を求める意見書 

(継続)若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書 

改憲許さず「平和安全保障関連法」の速やかな廃止等を求める意見書 

消費税増税を中止し同税率の８％から５％への減税を求める意見書 

米軍基地の撤去及び日米地位協定の抜本的な改定を求める意見書 

国会決議に違反するＴＰＰ承認案を撤回し、 

関連法案を廃案にすることを求める意見書 

九州電力川内原発の運転停止と全原発の再稼働中止を求める意見書 

○ ○ ○ ○ ○  可決 

○ × × × ×  否決 

○ ○ × × ×  否決 

○ × × × ×  否決 

○ × × × ×  否決 

○ × × × ×  否決 

○ × × × ×  否決 

○ ○ × × ×  否決 

５月 南相馬市長（左）、飯舘村長（中）、富岡町長（右）らと懇談 

４月 仮設打ち切り問題で県交渉（左）と政府交渉（右） 

４月 川内仮設（左）、広野仮設（右）の住民の皆さんと懇談 


